京大広報 No. 714 by 京都大学企画・情報部広報課
Title京大広報 No. 714
Author(s)

































































































































































































































































ジウム」（KUIP：Kyoto University‒Inamori Foundation 































































































































































































イツのTechnische  Hochschule （TH），やアメリカ



























Science, Technologyの社会化は，Franklin Roosevelt 
（1882-1945）米 国 大 統 領 が1945年 に 提 唱 し た



















































































































































































































































含むConsortium for Green Technology Management 
and Research（CGTMR）により毎年開催されてい
る環境工学系の研究発表会であるInternational 

















































※1： Middle and Upper Atmosphere Radar （中層超高層
大気観測用大型レーダー）


































義「Agri-food World in Japan: Present and future」
を聴講し，縄田栄治 同教授，神崎護 同教授，白岩
立彦 同教授，間藤徹 同教授，飛奈裕美 人間の安全
保障開発連携教育ユニット特定講師の引率により，
農学研究科実験圃場，同附属高槻農場，藤田林業，
かやぶきの里，滋賀県彦根市稲作農家，無施肥無農
薬栽培調査研究会（NPO），招徳酒造，京都市内の
有機栽培農家とトマト農家，賀茂ナス農家，サント
リー京都ビール工場を訪問して，日本の農林業と環
境について学び，琵琶湖博物館では，琵琶湖と周辺
地域の生態系および自然保護活動について学んだ。
さらに，参加学生は，湯川志貴子 国際交流セン
ター准教授による講義「京都の文化」を聴講したうえ
で，友禅染と着物着付けを体験し，金閣寺，清水寺，
錦市場を訪問して，日本文化を体験した。
学生は四つのグループに分かれてディスカッ
ションを行い，最終日の発表会で，研修を通して学
んだことを発表した。
この研修には，分野を問わず，過去にカセサート
大学を訪問した，または今後の研修（派遣）に参加予
定の本学学部学生も多く参加し，タイの学生と交流
を深めた。
 （学際融合教育研究推進センター）
優勝した
「BELL CAMPUS Ⅱ」チーム
準優勝した
「チームNORTH」チーム
農学研究科実験圃場見学
清水寺訪問
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琵琶湖周航の歌開示の日記念講演会を開催
６月28日（日），京都大学ボート部OBである佐藤
茂雄氏（京阪電気鉄道㈱最高顧問，大阪商工会議所
会頭）が，滋賀県高浜市の今津東コミュニティセン
ターホールで「琵琶湖周航の歌開示の日」（主催：琵
琶湖周航の歌を伝承する会）を記念して講演を行っ
た。大正６年６月，第三高等学校漕艇部員の小口太
郎が周航２日目の今津の宿で，仲間に歌詞を披露し
たのがきっかけとなり誕生した「琵琶湖周航の歌」は
三高漕艇部の愛唱歌，寮歌として誕生してから今年
で98年目を迎える。当日，約110人の聴講者を前に，
「琵琶湖周航の歌とフィックス艇」と題し，学生時代
にフィックス艇で行った琵琶湖周航の思い出にはじ
まり，フィックス艇が周航になくてはならない存在
であることに触れ，今津町と縁を結ぶきっかけと
なった平成５年のフィックス艇建造復元の中心人物
として当時のエピソードを披露。講演中，「琵琶湖
周航の歌」研究家としても，「琵琶湖周航の歌」の文
化を継承する活動こそが地域創生に繋がる意義ある
事例だとして主催者にエールを送り盛会のうちに終
了した。平成５年当時復元され，歌の作詞者と作曲
者吉田千秋にちなみ「千秋・太郎」と命名，奥田　東 
元総長により揮毫されたフィックス艇が，今も今津
町でその文化の継承に一役買っている。
 （教育推進・学生支援部（厚生課））
北部構内で「子ども見学デー」を開催
７月29日（水），北部構内で「子ども見学デー2015」
を開催した。
「子ども見学デー」は，子どもたちが親の職場を見
学し，親子のふれあいを深める機会とするもので，
ワークライフバランスを推進する北部キャンパス独
自の取り組みで，開催は今年で２回目となる。昨年
は北部構内で勤務する職員の小学生の子どもたちを
対象にしていたが，今年は北部構内で勤務する全教
職員に対象を拡大し，小学生の妹弟の未就学児を含
めた４歳から12歳までの18名が参加した。
今年のテーマは「京都大学を調査せよ！」で，子ど
もたちが研究者となり，北部構内を調査して研究報
告書を完成させるものとし，数理解析研究所，湯川
記念館，北
白川試験地，
馬術部厩舎，
天体望遠鏡，
地球惑星科
学専攻図書
室の６か所
を巡った。
北白川試
験地では大
橋健太 技
術職員によ
る樹木や植
物の解説，
大学院生に
よる日本ミ
ツバチの説
明や蜂蜜の
試舐を行い，
天体望遠鏡
では太田耕司 教授による望遠鏡やドームの解説を
受けたほか，馬術部厩舎では学生部員による馬に触
れる体験をし，これらを通して研究報告書を完成さ
せた。
当日は気温の高い日だったが，子どもたちは大き
い馬や巨大な天体望遠鏡に好奇心いっぱいの様子
だった。全員が無事に研究報告書を完成させ，中村
一也 北部構内事務部長から修了証が手渡された。
達成感に満ちた子どもたちの笑顔を中心に保護者の
教職員，スタッフと記念撮影をして幕を閉じた。親
の職場について認識が深まる良い機会となった。
 （北部構内事務部）
講演する佐藤氏
北白川試験地で学生の説明を聞く子どもたち
湯川記念館で職員の説明を聞く子どもたち
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サンガ・ンゴイ・カザディ
先生は，６月28日逝去され
た。享年63。
先生は，昭和54年10月ザ
イール共和国キンシャサ大学
大学院理学研究科修士課程を
修了された後，昭和58年４月から京都大学に留学さ
れ，平成元年３月に理学研究科博士後期課程を修了，
学位を取得された。平成２年10月に創価大学比較文
化研究所アフリカ研究センター専任講師，平成５年
４月に三重大学教育学部助教授，平成７年４月に同
教授，平成19年４月に立命館アジア太平洋大学アジ
ア太平洋学部・研究科教授を経て，平成26年４月に
京都大学生存圏研究所教授に就任された。平成26年
11月からは同国際高等教育院副教育院長を併任さ
れた。
先生は，特に植生と密接に関連した気候・環境動
態解明に関する優れた研究業績を挙げられた。なか
でも人工衛星からのリモートセンシングデータと地
理情報システム（GIS）を有効に用い，地球システム
におけるエネルギーや物質循環を統合的に解析した
一連の研究は高く評価されている。立命館アジア太
平洋大学在任中には国際部副学長として，開発経済，
国際行政，環境管理などの分野でアジア太平洋地域
の持続可能な発展に貢献できる高い専門性を有した
人材の育成を目的としたプログラムを推進され，本
学においてもその国際的な手腕を発揮されることが
期待されていた。
また先生は，アフリカの真の自立・発展を生涯の
テーマとしてNGOアフリカ村おこし運動およびア
フリカ開発研究センターを創設され，現地小中高等
学校，農業専門家育成研修学校等の建設・運営に精
力を傾注された。
 （生存圏研究所）
訃報
このたび，S
さんが
ANGA N
んごい
GOIE K
かざでぃ
azadi 教授，清
し
水
みず
剛
たけ
夫
お
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表
します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
SANGA NGOIE, Kazadi　教授
清水剛夫先生は，７月８日
逝去された。享年82。
先生は，昭和30年３月京都
大学工学部燃料化学科を卒
業，同32年３月同大学大学院
工学研究科修士課程を修了
し，同年４月に同大学工学部助手に採用され，同36
年９月工学博士の学位を授与された。昭和38年11月
同講師，同43年４月同助教授を経て同63年１月同教
授に就任，分子エネルギー工学講座を担任された。
平成８年に停年退官され，京都大学名誉教授の称号
を授与された。
本学退官後は，特に要請されて，平成８年４月に
株式会社関西新技術研究所（同15年７月に株式会社
ＫＲＩと社名変更）の特別顧問に就任，同９年６月
に同社取締役副社長に就任，同15年６月に取締役副
社長を退任，同15年７月から26年６月まで同社特別
顧問を務められた。
先生はオレフィンの重合，遺伝子関連化合物化
学，高分子触媒を中心とする機能性高分子，選択的
能動輸送を中心とする人工機能膜，光機能分子シス
テム材料，分子素子を目指した分子機能材料など，
幅広い分野にわたる研究において優れた研究業績を
残され，その発展に寄与されるとともに，分子エネ
ルギー工学分野において多大の貢献をされた。
また，日本膜学会において，副会長，会長の要職
を歴任された。これら一連の教育研究活動，学界活
動により，平成８年11月紫綬褒章，同20年４月瑞宝
中綬章を受けられた。
 （大学院工学研究科）
清水　剛夫　名誉教授
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